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舟状骨骨折に合併した小菱形骨骨折の 1 例 

野々村秀彦，大野藍那，溝口隆司，大橋 稔，森田正次 

第 107 回岐阜県整形外科集談会 

2021 年 1 月 30 日(岐阜） 

 

肘部管症候群に対する鏡視下手術の経験 

大野藍那，大橋 稔，野々村秀彦 

第 136 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会  

2021 年 4 月 9 日・10 日（WEB 開催） 

 

Spaghetti wrist の治療経験 

野々村秀彦，横井達夫 

第 64 回日本手外科学会学術集会  

2021 年 4 月 22 日・23 日（長崎） 

  

抜釘術後に止血に難渋し、術後血友病 A と診断された第 5 中手骨骨折の 1 例 

市川勝寛，野々村秀彦，大橋 稔 

第 137 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会 

2021 年 10 月 8 日～29 日（WEB 開催） 

 

抜釘術後の止血に難渋した中手骨骨折の 1 例 

市川勝寛，溝口隆司，大橋 稔，野々村秀彦，澤田道夫 

第 108 回岐阜県整形外科集談会 

2021 年 11 月 1 日(岐阜) 

 

＜論文＞ 

鎖骨遠位端骨折に対し肩鎖関節を固定せずに治療した 3 症例 

大橋 稔，山本恭介，野々村秀彦 

中部日本整形外科災害外科学会雑誌 63(6)，903-904，2020 

Abstract：症例 1(79 歳男性)．脚立から転落して Craig 田久保の修正分類 type IIb の鎖骨

遠位端骨折を受傷した．CW plate による骨接合術を行い，術後 8 週で外転 120°まで肩挙

上が可能となった．症例 2(51 歳男性)．自転車で転倒して Craig 田久保の修正分類 type VI

の鎖骨遠位端骨折を受傷した．CT で烏口鎖骨靱帯断裂を認めたため Zip-tight で烏口鎖骨



靱帯を再建後、骨折部をCW plateで固定し，術後8週で可動域制限なく骨癒合が得られた．

症例 3(83 歳男性)．側溝に転落し，Craig 田久保の修正分類 type VI の鎖骨遠位端骨折を受

傷し，CW plate による骨接合術を行った結果，術後 6 ヵ月で骨癒合が得られた． 

 

肘部管症候群に対する鏡視下手術の経験 

大野藍那，大橋 稔，野々村秀彦 

中部日本整形外科災害外科学会雑誌  64(4)，561-562，2021 

Abstract：神経剥離術を行った肘部管症候群(CubTS)61 例を対象として，直視下および鏡

視下手術の手術時間，皮切長，術前後のしびれ(VAS)について検討した．内訳は直視下 18

例/鏡視下 43 例，男性 38 例/女性 23 例，平均年齢 59.7 歳で，原因は特発性 58 例/変形性肘

関節症 2 例/上腕骨顆上骨折後 1 例であり，ガングリオン合併は直視下 1 例のみであった．

その結果，鏡視下では直視下よりも圧倒的に小皮切で行うことができ，平均手術時間は有

意に短かった．また，直視下，鏡視下ともに手術後のしびれは術前に比べて有意に減少し

ていたが，しびれの成績は鏡視下のほうが直視下よりも良い状態を維持していた．CubTS

に対する治療方針は鏡視下手術を第一選択とし，外傷後や強い OA 例の場合は安全性の面

から直視下手術を選択した． 

 

関節リウマチの合併も疑われた変形性肩関節症に対し人工肩関節置換術を施行し軽快した

1 症例 

大橋 稔，野々村秀彦，溝口隆司，大野藍那，寺林伸夫 

岐阜人工関節フォーラム誌  25，61-62，2021 

Abstract：72 歳男．右肩関節痛を主訴に受診した．単純 X 線で肩 OA の所見を認めた．血

液検査で CRP や ESR の高値を認め，RA の合併も疑われたが，大関節 1 つの罹患であり，

血清学的因子も陰性で「ACR の RA 新分類基準」は満たさなかった．病理所見として増殖

性滑膜炎を認めたため RA として治療することも検討したが，罹患部が右肩関節のみである

ため，RA の薬物療法は開始せずに人工肩関節置換術(TSA)を優先した．術後に炎症は沈静

化し，これは TSA を施行したことで滑膜切除がなされたことによる効果と推測された． 

 

 

 

 

 

 

 

 


